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畜産排水におけるエス トロゲンの実態調査

宮崎大草k学院工学研究科 (学)○中村孝洋
宮崎大学工学部 (正)鈴木拝広,(正)土手裕,(正)増田純雄
小山畜産 小山久男

1. はじめに

水舞境における外戚 と内分醐莞乱物質と称される化学物質において,諏査･研究対象として特こ重要な物質として,人畜由来の

17βエストラジオール 屯2,エストロゲンの1 )がリストアップされている｡下水処壁掛こおける流入水と処理水のモニタリン

グや処理プロセスにおける挙動に阻する諏査･研究が実施され 情報が集積されてきている｡一方 畜産排雅物の糞尿にも相当量

の正ストログンが含まれていることから,畜釦 らゝ発生する排水にも当然ながらエストロゲンが含まれている 1)｡畜醜胎水I欄

濃度が極めて高いため,エストロゲンも高激変で存在すると推察される｡しかも,畜産右脚 も 尿のみでもち800万ト

∽年 e001年度)と見鋳もられており2),畜産が帆 も 重要なェストログンの汚染源と成り得る可能性を有している｡しかしな

がら,畜産排水におけるエストロゲンについての博軌弱垂めて少なVヽ そこで本研究刊も 排水発生量が多いとされる豚舎排水と

その排水処理施設について,エストロゲンに関する実蜘 査を実施した｡

乙 訴査と方法

2.1調査概要

宮崎県において,養豚業を経営する豚舎の排水およびその排水処理施設について実態調査を行っ7㌔ 柵 も 繁殖隊 (雌)

80筑 紫鏡豚 ㈱ 7筑 平均出荷頭数 (平均休重約12晦 は1,700野牛である｡豚斜抑 あり,排水処理施設怯

嫌勅封削ヒ処理プロセスと土壌蒸発散プロセスを組み合わせた無放流型システムを導入している｡豚舎排水の処理フローは次の通

りである;豚舎排水→原水貯留槽 (樹 ヒ前処唾槽,lh 3)ー消化槽 (150m3x2槽)ー消化性波束 Oon13)-土壌蒸発散槽 ech 3)｡

排水丑ま約2m3/日であり.消f地 理プロセスが終了するまでの水卿 )性 約200日である｡発生した豚舎封帆 も

最的 こは土壌充墳博を経由して大気へ蒸発散されるように亮貯十されている｡本排水処理施設における採水ポイントは 原水貯留

槽統入部 (原水),消化性漉宋流出部 Cy即ヒ処理水),および土壌蕪発散槽の土壌層を経由した如聖水の貯留槽 (土壌処味付 とし,
各ポイントの表層水を採水した｡本評査は,2∝特牛7凡 8月および2005年2月の計3回実施した｡

乙2エストロゲンの測定法

制 まガラス脚 過した｡敵 上欄 親物質はメタノール4ndJで超音波抽出し,抽出液を漉液に加え7㌔ 漉液

は,固相カートリッジを用いて濃縮･精製した後.抗酎板 応を利用した ット(白JSAキット,日本エン

/もイロケミカル欄 を用いて給エストロゲン 厄S)とE2を測定した｡また,その他の｢股水質頃日についても測定した｡

3.穏栗と考察

3.1各処理プロセスにおけるエストロゲン濃度の変化

各処理プロセスにおけるESとE2の漉鹿野ヒを図-1に示した｡原水のESとE2の濃度吐 それぞれ叫喝ル前後と0.8帽4.前後

であり,夏季と冬季の違いによるESとE2の紺 聴められず,ほぼ一定の濃度であった 消†蜘 聖水のエストロゲン濃度は

原水のエストロゲン濃度と比較して,ESとEZのいずれも2B～laに減少した｡消化プロセスによるエストロゲンの分解と考えら

れる｡また,土細 水のES浪熱も 原水のES濃度と比較して1/100以下に減少し,E2浪変も1/5以下に減少した｡土壌旭璽

キーワード:17βエストラジオール,畜産彰眺 消†餓 土壌蒸発散槽
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水のESとE2の濃度娃 それぞれ05pgL以下と02Lg･以下にまで低

下した｡土壌胃に通水することによるESとE2の除去効果は,極めて高

いことがわかった｡ESにおけるE2の割合 (白瓜S)について比較して

みると,原水と消f鰍 も いずれも13-10%であり,ESに対して

E2の占める割合f胡岳めて小さかった｡畜垂臼巨水のエストロゲン性 f2

以外磯 ミ大部分であることがわかった｡

3.2各処理プロセスにおける汚濁物質濃度の変化

原水のSS濃奥ま340Jt74Qng4.であり,消化プロセスにおけるSSの1

除去率ま50W %,土壌処理プロセスの除去率は … %であった｡

濁度についても土壌処理プロセスの除益軒ま95-卯%と高く.SSと同

様の傾向を示した｡原水のTOC波彪淵 が 大きく,400～1,1叫

であったが,土壌鰍 まいずれの調査においても1叫 以下に減少

した TW Nについては 原水と土壌処理水の甑 も それぞれ 1,60

-卿 と1,(伽～1,500 mg胡凡.であり,本施設におけるNL-N

の除去率ま10-知%と低うり7㌔ なお,本訴査で測定した試料のpHは

約8,5,ECl沸 15m馳mでほぼ一定であった｡

3.3意蜘 特性

ES,E2,SS,TOCおよびNL-Nについて,原水 (Q)に対する各軸里
プロセスの如聖水地変(C)の比をR2ItjtT.この畜産排水処理施設

におけるESの除去率ま99%と非常に高く,EZにおいても81-93%で

あった｡SS,TOCの象合も岡熟こ それぞれ9m /0,6" 5%と高

し噛真率であった｡TCCとSSの除去率力碍机＼ことからも,この畜産排

水処理施設では固液分離と有練物分解が良好に行われていることがわ

かった｡TOCとSSは,消化プロセスで大悟に処理されているのに対し
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て,ESとE2は主に土壌処理で処理されている傾向を示したL..一方,

NtL･Nは土拠 理で幾分減少しているが除去能力l剖配IL3た 0･0
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図-1 ES,E2の濃度変rヒ
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図12 原水貯留槽流入部に掛ナる原水に対する
消化処理水および土壌処理水の比

4.まとめ

(1)原水のESとE2の濃度はそれぞれ約郷 と0.8pgLであったが,土壌蒸発散槽の土壌層を経由した処覆水 (土壌処理水)

はそれぞれ03pgt.以下,02pdL以下に除去された｡

a)原水のSS漉あま340-74hdLであり.土壌処理水は5-3叫 にまで減少した｡原水のTOC鼓動ま4P l,1叫 であ

り,士鰍 ま1m摺れ以下に減少した｡

O)TOCとss僻 軸ミそれぞれ90" %.69-･95%と高く,この畜産排水処断 ま固液分離と有物 分解が良好に行わ

れていることがわかった｡
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